平成29年度　第1回松田町総合教育会議　会議録
１　開会及び閉会に関する事項

(1) 開催日時　　平成29年４月７日（金）午後１時00分
(2) 場　　所　　松田町役場４階Ａ会議室
(3) 開会時間　　午後１時00分
(4) 閉会時間　　午後２時30分
２　構成員の出席者及び欠席者の氏名
(1) 出席者　松田町長　本山博幸
　　　　　　松田町教育委員会
　　　　　　　教育長　𠮷田保夫　教育長職務代理者　安藤文一
委員　二宮朗子　委員　石川純一
　　　　　　　（事務局関係）
　　　　　　　　教育委員会教育課長　遠藤洋一　学校教育係長　宮根正行
施設管理係長　渋谷昌宏
　(2) 欠席者　　委員　杉本葉子
３　傍聴人

　　　なし
４　協議事項
（1）松田町立中学校の統合に係る基本方針等について

５　議題及び議事の要旨
 　開会　町長あいさつ
本山町長（議長）：本日は、総合教育会議にご出席、ありがとうございます。
松田町立中学校の統合の方法について、再確認ということも含めて、向かう方向性を共有したいと思い、今日の会議を開催した。統合の方法について、話し合いをお願いしたい。
（1）協議事項
　　①　松田町立中学校の統合に係る基本方針等について
　　　本山町長：２月２７日、３月２３日、２回検討会議があったが、その会議では、大きな方向性は町で決めてもらいたいという話が出ている。１回目の会議の後、教育長より相談があり、松田中学校、寄中学校の両校を閉校し新生中学校とすることを決定したが、その他に、休校の措置などの選択肢もある。また、最終的な決定をするにあたり、この総合教育会議のなかでも、議論をしていただきたいと思う。まずは、２月２７日の１回目の検討会議の結果を基に議論をしていきたいと思う。
　統合の方法について、お配りした資料は１．吸収合併（寄中学校のみ閉校）という方法、２．松田中学校・寄中学校両校閉校による統合（新生中学校とする方法）３．中学校を統合し、休校の状態とする方法、４．中学校を統合せず、教育的配慮により通学し、中学校を休校とする方法、４つの方法があるが、委員の皆様の意見や質問をお聞きしたい。
安藤教育長職務代理者：地域のことを考えることが重要である。両校を閉校し新生中学校とする方法は山北方式であり、吸収合併は、箱根や南足柄の方法である。
　　　　　気持ちとしては、２番の方法がよいと思う。３番の休校の状態としては、少し難しいような感じがする。
二宮委員：保護者の立場とすると、子どもが選択できるようにしていただきたい。休校については地域の方の気持ちもあるので、可能性を残すことが、地域の方にとってもよいのではないか。再校は数値的なものもあると思う。通学については、保護者の責任もある程度はあると思う。その説明を保護者に対してもしていかなくてはならないと思う。もっと、２、３年という準備期間が必要であったと思う。
本山町長：極少人数になってしまうと、本来の教育が受けられるのかといったことがあると思う。保護者や生徒の意見もあると思うが、教育的配慮として通学してもらわないといけないのではないか。教育委員会としての意見も尊重したい。
石川委員：山北は、２番のやり方であった。７校あった小中学校は現在は３校となっている。地域の思いが強い。平等性が大切であると思うので、２番が良いと思う。３番、４番は数値的なこともあると思う。
吉田教育長：今まで、いろいろな説明会を開催してきたが、統合の問題については関心が薄い地域もある。新生中学校とした場合、どのような感情や反応になるのかというところが気になる。３番は、休校の状態とするのは、閉校式はなく、再校できる状態とすることである。それぞれに一長一短あるが、松田町に相応しい統合の方法については迷うところである。
本山町長：新生中学校にした場合、中学校の生徒が１番から始まることとなり、この方法は山北方式である。閉校、廃校をすると届け出が必要となる。しかし休校とした場合は、建物の使用できるし、また再校できる可能性もあると地域も頑張っていくという気持ちの面もあるのではないかと思う。
二宮委員：町で寄の定住促進について、どの程度を想定しているのか。
本山町長：小学校は無くす予定はしていない。地元で仕事ができ子育てが出来る環境を作っていきたい。閉校、廃校としないのであれば２番でもよいと思う。
安藤教育長職務代理者：対等合併を考えると、両校閉校し、新生中学校のほうが納得できるのではないか。諸課題の検討事項については、準備委員会で決めていけば良いと思う。それぞれ個人の意見はあると思う。
本山町長：平等性ということから対等合併は良いと思う。両校を閉校し新生中学をすることを地域への説明をしていないことや、閉校すると中学校の復活もなくなるという説明もしていない状況であり、いずれにしても説明不足の部分がある。タイトなスケジュールであるが、方向性はしっかりときめていかないといけない事である。
どういう方向かによっては、統合検討会議も進まない状況となってしまう。

安藤教育長職務代理者：閉校したら再校はないので、中学校が必要なら新たに学校を新設することで対応できるので、休校しなくてもよいのではないか。休校とすると、再校できるようにしていかなくてはならないと思う。
本山町長：そのとおりである。相当な努力は必要となってくると思う。３番の方法は統合であるのか。
渋谷係長：他県の事例としては、学校を統合して休校の措置をとっていた事例はあるが、休校となっていた学校は、３年後には廃校としたということであった。
安藤教育長職務代理者：休校となると学校側としては、閉校式などしない方法となるであろう。
渋谷係長：本日欠席されている杉本委員のご意見としては、統合については、保護者や子どもたちの意見を尊重してあげたいというのが、一番大切であるとのことであった。
本山町長：保護者や子どもたちの意見を聞くことは大切である。
安藤教育長職務代理者：保護者にとっては通学の問題は非常に大切なことである。バスの時間の変更や、増便をしていくことは必要なことである。
本山町長：通学バスは、今年度については、バスの定期で予算を取っているが、今後準備委員会のなかで通学のことも検討していくことになると思う。地域への配慮が必要となる。
安藤教育長職務代理者：統合の方法については、どこかで決定していかないといけないと思う。
本山町長：統合方法はいろいろな意見を聞いたうえでの判断となると思う。
𠮷田教育長：３番の方法については、統合の形として吸収合併と捉えられるのではないかと思う。
本山町長：地域の考えも考慮して、休校とする方法も含めて考えていきたいと思う。統合検討会議のなかでは、統合の方法までは議論できないということであるので、方向性は、総合教育会議や教育委員会の意見を踏まえて決めていきたい。
安藤教育長職務代理者：検討会議は、方向性を出さないと進まないと思う。最終的には、町長に判断していただきたい。
本山町長：いろいろなご意見を踏まえて考えていく。
𠮷田教育長：最終的に、統合方法が大きく変わった場合には、統合検討会議において、説明をする必要がある。統合検討会議の完了後、統合準備委員会が設置されることとなる。
事務局で本日お配りした資料の説明をしていただきたい。
渋谷係長：資料１、２について、資料に基づき説明。
遠藤課長：スケジュール案で３０年度又は３１年度の統合とあるが、検討委員会では、統合する年度が決まらないと、学校側も準備が困ってしまうとのことであった。
二宮委員：今現在通学している生徒は、路線バスを利用しているのか。
遠藤課長：教育的配慮による通学については、今までは、保護者負担１／３、町１／３、バス会社１／３であったが、平成２９年度は、保護者負担はなしで、町２／３、バス会社１／３となる。今後は、さらに検討部会で通学方法を検討していくこととなる。
石川委員：資料１、設置要綱第３条の関係職員の数はどのような内容か。
渋谷係長：準備委員会は各学校長が入るが、各部会には、教頭先生と関係職員という構成となる。
𠮷田教育長：準備委員会の人数は、要綱の中に示す必要があるのか。
渋谷係長：検討部会の人数を含めると、この要綱の人数となる。
𠮷田教育長：要綱の人数は、準備委員会の人数でよいのではないかと思う。要綱は、定例教育委員会で決定する事項であるか。
渋谷係長：そのとおりである。
𠮷田教育長：要綱案の会議招集の特例については、必要ないのでは。
安藤教育長職務代理者：検討部会には、跡地利用の検討は必要ないのか。
遠藤課長：町で決定していく事項となる。
安藤教育長職務代理者：第８条第７項の職員とは誰のことか。
渋谷係長：事務局職員ということである。
安藤教育長職務代理者：事務局職員の説明とかの意味か。
渋谷係長：そのとおりである。
𠮷田教育長：第８条第７項は必要ないのではないか。
安藤教育長職務代理者：校名、校歌などの検討は、必要ないのか。
𠮷田教育長：検討会議では、新生松田中学校とするが、校名、校歌などはそのままとなることは説明はしてあるが、最終的に方向性が変わると、検討会議で説明をする必要がある。
石川委員：松田中学校を使用することとなると思うが、山北についてはジャングルジムなどシンボルになるものを移設している。そのようなこともやっているので、参考となればと思う。
𠮷田教育長：子どもたちへの心のケアが大切であると思う。担当の先生の配置については、配慮していただいている。
遠藤課長：心のケアを担当する職員として非常勤の先生を配置している。
𠮷田教育長：その他についてなにかあるか。
６　その他議長又は会議において必要と認めた事項
なし　

７　閉会　
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